
その他
3億7,823万円　1.9％

地方消費税交付金
7億500万円　3.4％

歳 入

国庫支出金
34億1,805万円

16.7％
市債

17億2,290万円　8.4％ 地方交付税
48億5,000万円

23.7％

県支出金
12億1,602万円　5.9％

自
主
財
源

40.0％

依
存
財
源

60.0％

市税
41億8,498万円

20.4%

繰入金
19億590万円

9.3%使用料及び手数料
4億7,329万円　2.3%

諸収入
8億5,148万円　4.2%

寄附金
4億円　2.0%

その他
3億8,115万円　1.8%

物件費
42億7,060万円　20.9%

人件費
35億5,894万円　17.4%

扶助費
34億2,349 万円　16.7%

補助費等
33億4,624万円　16.3%

公債費
20億650万円　9.8%

投資的経費
17億3,202万円　8.4%

繰出金
15億7,161万円　7.7%

その他
5億7,760万円　2.8%

（性質別）

歳 出

204億8,700万円

204億8,700万円

お知らせします　令和3年度予算のあらまし
　本年度の予算が、市議会3月定例会で可決されましたので、概要を
お知らせします。
※四捨五入の関係で合計額などが合わない場合があります

問い合わせ
市財政課 財政係　☎27-8416

　歳入で最も多いのは地方交付税で、
以下、市税、国庫支出金、繰入金、市
債の順となりました。

　市自らが条例などに基づき収入する「自主財
源」の柱である市税は、新型コロナウイルス感染
症の事業者等への影響などから減少を見込み、前
年度比5,300万円減少の41億8,498万円（前年度
比1.3％減）となりました。
　また、復興を進めるため先に国から交付され基
金として積み立てていたお金などを繰り入れする
繰入金が、前年度比50億1,495万円減少の19億
590万円（前年度比72.5％減）となり、自主財源
は40.0％（前年度比8.1㌽減）となりました。
　国・県から交付、割り当てを受ける「依存財
源」では、震災復興特別交付税の減少などにより
地方交付税が前年度比20.7％減となったほか、新
型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金
の増などにより国庫支出金が同4.2％増となりま
した。これらにより、依存財源は60.0％（前年度
比8.1㌽増）となりました。

　歳出では、公債費の削減などの財政
健全化努力で財源を捻出しつつ、政策
的な経費では釡石市総合計画を基本と

し、必要性や優先度を考慮しながら予算を編成し
ました。また、震災対応予算として約6億5,000
万円、新型コロナウイルス感染症対策予算として
約3億5,000万円を計上しました。

歳入

歳出

用
語
解
説

繰 出 金 一般会計と特別会計間の予算の相互充用
に支出するお金

公 債 費  市の借金などの返済に関する経費
扶 助 費 生活保護法や児童福祉法などに基づいた

手当の支給や、高齢者や障がい者、乳幼
児に対する支援に関する経費

人 件 費  市の職員の給与や議員報酬など
補 助 費 等  市内各団体への補助金や交付金など
物 件 費 消費的な性質の経費で、委託料や旅費、

光熱水費など
投資的経費 道路、学校、公園など社会資本の整備に

関する経費

　市の令和3年度一般会計当初予算は、前年度より75億円少ない204億8,700
万円（前年度比26.8％減）となりました。第六次釡石市総合計画の初年度とし
て「一人ひとりが学びあい　世界とつながり未来を創るまちかまいし」を目指
す予算として編成しました。

一 般 会 計
歳入・歳出

●新庁舎建設事業（3,700万円）
　 　新市庁舎の令和3年度着工を見据え、令和2年度
から引き続いて実施設計を行います。
●定住推進事業（2,300万円）
　 　移住コーディネーターの増員やお試し移住ツアー
の実施により、移住希望者への情報発信を強化し、
移住を後押しするライフデザインUIターン補助金
で定住・移住対策を推進します。
●地域雇用サポート事業（2,900万円）
　 　「しごと・くらしサポートセンター」や移住定住希望
者に対する相談窓口を設置し、雇用や暮らしに関する
情報提供などのサポートを一体的に行います。

● いわて・かまいしラグビーメモリアルイベント開催
事業（6,800万円）
　 　令和元年度のラグビーワールドカップで実現でき
なかった「ナミビア対カナダ」戦の実現を軸とする
ラグビーイベントを開催します。
●河川安全対策事業（8,000万円）
　 　市民生活の安全・安心の確保のため、令和元年の
台風第19号による被害の検証結果を踏まえて計画
的に土砂災害対策を行います。
●都市公園等復旧整備事業（2億円）
　 　震災後、仮設店舗用地として利用していた鈴子広
場を子どもの遊び場として復旧します。

● 新型コロナウイルス感染症対策
　かまいしエール券事業（１億8,000万円）
　 　新型コロナウイルス感染症の影響により、縮小し
ている地域経済の活性化を図るため、市内飲食店、
小売業者など希望する店舗で利用可能なプレミアム
付き商品券・食事券を発行します。

● 新型コロナウイルス感染症対策
　かまいし宿泊エール割事業（5,000万円）
　 　新型コロナウイルス感染症の拡大により、甚大な
影響を受けている市内の宿泊施設の活性化を図るた
め、宿泊料金の割引を行った市内宿泊業者に対し補
助金を交付する事業を委託します。

新型コロナウイルス感染症対策予算（約3億5,000万円）の主な事業

　令和３年度の主な事業を紹介します。市は、健全な財政運営と効率的な行政運
営に努めながら、総合計画に位置づけた施策を着実かつ効果的に進めていきます。

重点的な
取り組み

会計名

国民健康保険 後期高齢者医療 介護保険 魚市場

保険事業勘定 介護サービス事業勘定
予算額 43億476万円 4億8,356万円 42億678万円 2,850万円 1,000万円

主な収入 国民健康保険税 後期高齢者医療保険料 介護保険料 サービス収入 魚市場使用料

会計名

水道事業 公共下水道事業 漁業集落排水事業

予算額 15億5,399万円 21億8,570万円 7,466万円

主な収入 水道料金 下水道使用料 施設使用料

一般会計とは区別し、それぞれ特定の事業を行います。特別会計予算

一般会計とは区別し、独立採算により特定の事業を行います。
（水道事業、公共下水道事業、漁業集落排水事業）企業会計予算

総額 38億1,434万円
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